黄道光 by フアス, E・A & 佐登兒
Title黃道光
Author(s)フアス, E・A; 佐登兒


































































































天界215 黄 道 光 137
も飴り長文で，こNに引例する事は出撃なv・が一彼の結論を完全に要約して
居る．一般に彼の叙述はフアス博士の始めに述べたものと極く一致を見て居
る．然し時々彼は「2等撮の星のみが其の中に識別される程明るい開平形」を
見て居るし，概して3等星を見る事が出來た．ベィルドン氏は閉りに淡くて其
の外に容易に識別出來なV・大氣中の最も淡い巻雲露は黄道光の境界を「外見上
絶えす攣化」させて居ると述べて居るが，之はアマチュアの槻測に依って注目
される黙である・（佐登兜澤）
　　　　　　　　　　太陽黒鼠極大期の三二二三
　昨年末の1歌洲Z）塞さは非常なものであった。飢えた狼の群が凍え切ったカル
パチヤンの山々から降りて來て，ルマニヤの村々の羊や牛などを掠奪した．フ
ランスの北部ではクリスマスの御馳走にとてパリの市場へ急逸される七面鳥が
皆ステ1シヨンで貨車に積み込まれる前に，既に凍死して了つた．ポ1ランド
では荒々しい鳥群が一人の少女に飛び力践って，途に彼女を殺した・英國では
大ロンドン市中に時刻を知らせるかのビグ・ベン（國會議享堂の高塔の上にあ
る大時計）も凍って，豚の鳴聲の如き音を磯した．
　シベリヤから猛烈な風がロシヤの山野を越えて吹きすさび，全欧の人々も畜
類も皆，職へあがり，風邪になやみ，凍え死に，到る所，こ孚に埋もれ，霜に胃
された．此の寒さは，ロンドンでは實に47年目りであり，パリでは61年ぶり，
3く，ベルリンでは80年ぶりだと言はれた．中にも，最：もひどかったのは東部ヨ
1ロツパと，スカンヂナビヤとで，ノルエ1では華氏一25。，ボ1ランドでは
一27e，ロシヤでは一45。，3ζ，シベリヤのノボシビルスクでは一54。であった・
　蓮河も，下道も，公道も，大陸は皆氷り付き，吹雪で閉塞された・北海でも
パルチク海でも，英田海挾でも，船舶は悉く港内で難破した．町でも，村でも
大人たちは・皆，だめになったあらゆる交通機關を克服して，里勝りや，食糧運
びや，石炭運びや，クリスマスのllRりものL蓮搬に多忙を極めたが，少さい子
供たちは，この珍らしい景色に喜び勇んだ．ロンドンでは，10年目りで，雪合
職が見られ，ベルサイユではグラン・カナ1ル（大蓮河）の上でスケ1トが行は
れた．死者は200人あったが，中にも最も氣の毒なのは，ドイツとボ1ランド
の暗闘で，追放された＝・・ダや人が10人も凍死したことであった．
